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平成28年度茨城県統計グラフコンクール結果

　統計知識の普及向上を図るとともに，次代を担う児童・生徒を中心に早い段階から統計に慣れ親しん

でもらうことを目的に「第67回茨城県統計グラフコンクール」が茨城県，茨城県教育委員会及び茨城県

統計協会の主催，並びに茨城新聞社の後援により６部門に分けて行われ，3,794点（8,697人）のご応募

をいただきました。

　９月20日（火）に茨城県庁で県審査会を開催し，各地区から厳選された446作品において審査が行わ

れ，県知事賞６点，県議会議長賞５点，県教育長賞10点，茨城新聞社長賞５点など101点の入選作品が

決定しました。入選作品のうち32点を全国コンクールに出品したところ，１点が部門別の第１位であ

る特選を受賞したのをはじめ，２点が入選一席，３点が入選，５点が佳作に入賞するという輝かしい

成績を収めることができました。本県は応募点数が２３年連続で日本一，また，１７年連続で特選を受賞す

るなど，長年にわたりトップを維持しています。

　全国コンクール特選受賞者は平成28年11月16日（水）に国立オリンピック記念青少年総合センター

で開催される「第66回全国統計大会」において，県コンクールの上位入賞者は平成29年１月18日（水）

に茨城県庁で開催される「平成28年度統計功労者表彰式」で表彰される予定です。

　平成28年度茨城県統計グラフコンクールの応募・入賞状況は次のとおりです。

平成２8年度茨城県統計グラフコンクール応募・入賞状況

応募状況

入賞状況

計
パソコン統計

グ　ラ　フ　の　部
第５部第４部第３部第２部第１部部　　　　別

3,79451513061,3801,119473応 募 作 品 数

8,6971,29418303,3442,407821応 募 人 数

全国コンクール入賞点数
全国

コンクール

出品点数

作成者数作品点数賞　　　名

（佳作）（入選）（入選一席）（特選）

－2－－6166県 知 事 賞

－－－15125県 議 会 議 長 賞

2－1－102910県 教 育 長 賞

2－1－5125茨城新聞社長賞

11－－66625県統計協会総裁賞

－－－－－12350県統計協会会長賞

532132258101合　　　計
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■茨城県知事賞

　

■茨城県議会議長賞

〈第１部〉
常総市立
五箇小学校
２年

柴　萌加
橋本　彩花
吉原　美波

〈第２部〉
水戸市立
石川小学校
４年

井上　千裕
黒川　來夢
田中　優希
小瀧　葵
髙野　花香

〈第３部〉
結城市立
結城西小学校
５年

宍戸　つぶら

〈第４部〉
桜川市立
岩瀬西中学校
２年

酒井　美怜
物井　夏実
山岸　咲稀

※全国コンクール
「入選」受賞

〈第１部〉
常総市立
豊岡小学校
２年

石井　悠翔
植竹　航生
野村　芽生
古谷　心咲
皆葉　蒼空

〈第２部〉
龍ケ崎市立
馴柴小学校
３年

近野　颯南

〈第５部〉
明秀学園日立高等学
校
１年

佐藤　夢芳

※全国コンクール
「入選」受賞

〈パソコン統計
グラフの部〉
八千代町立
東中学校
１年

関根　穂花
中島　雪乃
加藤　七海



■茨城県教育委員会教育長賞
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〈第３部〉
龍ケ崎市立
馴柴小学校
５年

近野　豪樹

※全国コンクール
「特選」受賞

〈第４部〉
結城市立
結城東中学校
３年

大野　遥香
野口　瑞葉

〈パソコン統計
グラフの部〉
八千代町立
東中学校
１年

細川　かんな
安良岡　千央
生井　彩愛

〈第２部〉
下妻市立
大形小学校
４年

倉金　奈央
増田　晴日

〈第２部〉
坂東市立
沓掛小学校
４年

飯倉　美空
飯田　瑠渚
太田　凛瑞
中村　凜

※全国コンクール
「佳作」受賞

〈第１部〉
八千代町立
中結城小学校
２年

上野　結菜
中山　裕都
村野　丸門

〈第１部〉
鹿嶋市立
三笠小学校
１年

小沼　栞
加茂　翔真
島田　琴音
竹内　駿貴
林　蒼空
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〈第３部〉
笠間市立
笠間小学校
６年

安見　瑠菜

※全国コンクール
「佳作」受賞

〈第３部〉
阿見町立
阿見第一小学校
６年

奥野　尊
中居　宏平
５年

土屋　憂斗
荒　帆音夏
西村　大和

〈第４部〉
結城市立
結城東中学校
３年

岩﨑　龍汰
寺山　有美

〈第４部〉
小美玉市立
小川北中学校
３年

大塚　春奈
大越　優香
石井　明香里

〈パソコン統計
グラフの部〉
桜川市立
樺穂小学校
６年

小河原　純太
平間　大暉
百瀬　梨央

※全国コンクール
「入選一席」受賞

〈パソコン統計
グラフの部〉
那珂市立
額田小学校
６年

榊原　和玖

　　◎各部門の区分は以下のとおりです。

　　　第１部…………小学校１・２年生の児童

　　　第２部…………小学校３・４年生の児童　

　　　第３部…………小学校５・６年生の児童

　　　第４部…………中学校（注１）の生徒　　

　　　第５部…………高等学校（注２）以上の生徒・学生及び一般　　　

　　　パソコン統計グラフの部…小学校の児童以上

　　　（注１）中等教育学校の前期課程を含む。

　　　（注２）中等教育学校の後期課程を含む。

　　　　※義務教育学校については，前期課程を小学校に，後期課程を中学校に含める。
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◆◇◆ 茨城県民手帳が発売されました ◆◇◆

■■ 手帳のサイズはご用途に合わせてお選びいただけるよう，下記の３種類をご用意しております ■■

　○ポケット判 税込４５０円（サイズ→7.0×12.0cm）
シャツや上着のポケットにジャストサイズで持ち歩きに便利です。ポケット判にのみ専用鉛筆

が付いています。　

　○標準判　税込５００円（サイズ→8.2×13.9cm）
ポケット判より一回り大きいサイズ。ポケット判だと，文字がちょっと小さくて……という方に

お勧め。鞄や引き出しに入れても場所をとりません。

　○デスク判　税込１０００円（サイズ→14.9×21.0cm （A５版））
デスクまわりで毎日のスケジュール管理や，備忘録，そして日記帳として他用途にご愛用いただ

けます。

　ご購入は，①県内各書店・ホームセンター・セブン-イレブン又は

　　　　　　②茨城県統計協会（茨城県庁企画部統計課内029-301-2637）までお願いします。　

　　　　　　　（郵送ご希望の場合は，送料及び振込手数料が別途自己負担となります。）

　　　　　　茨城県統計協会からのＨＰからもご購入頂けます

●手帳こぼれ話●

　平成28年版の発行部数44,000部（３サイズ

の計）は，堂々の全国第２位を誇っています。　　　　　　　　　　

　来年版も42,500部を発行しており，隠れた

ベストセラーとなっています。ちなみに手帳

を３サイズ展開で作成しているのは，茨城県

を含み３県のみです。（平成28年版実績）
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↑ 手帳の色はシルビアスカイ（水色系）です ↑ カラーページは，県内の「道の駅」と

「日帰り温泉」特集です　　　　　

手帳の発行冊数（Ｈ28年版）Ｈ28.3石川県調べ

印刷数（冊）都道府県名順位

70,000長野県1

44,000茨城県2

40,000群馬県3

40,000新潟県3

38,000埼玉県5
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茨城県が「地方公共団体における統計利活用表彰」で特別賞を受賞

　総務省では，今年度から，公的統計データを利活用して行政サービスの改善や行政施策の立案等の優

れた取組を進める地方公共団体に対する表彰「地方公共団体における統計利活用表彰」を新たに行うこ

ととしました。

　記念すべき第１回の表彰制度において，茨城県から応募したところ栄えある特別賞を受賞しました。

１　受賞団体（５団体）

　総務大臣賞　　佐賀県　

　統計局長賞　　京都市　

　特別賞　　　　茨城県・京都府・福岡市

２　茨城県の取組内容と評価

○取組名称　「ＳＮＳを活用した効果的な広報の実施」　　

○取組概要　

　・ＳＮＳを活用した統計データの発信，統計データを活用した茨城県のＰＲ

　・いばらき統計サポーター制度の創設と，サポーターと連携した情報発信

　・地元クリエイターと連携したＳＮＳ統計小説の連載

○評価

　・クリエイターやサポーターなど地元の人材を活用している点や，統計を小説にするという発想な

　　ど，三つの審査項目のうち，特に「先進性」が評価。

３　表彰制度の概要

茨　対象となる取組

　・公的統計データを利活用した行政施策の立案及び行政サービス改善の取組。

　・統計データの利活用推進に資する取組。

芋　対象団体　　　全ての地方公共団体（統計所管課か否かは問わない）　

鰯　応募件数　　　全５２団体（都道府県１９，市町村３３）

允　選定方法

　①第１次審査　　総務省が審査を行い１０件を選定。

　②第２次審査　　有識者５名による審査を行い５件を選定。

　③最終審査　　　総務大臣及び統計局長が審査を行い賞を決定。

印　審査基準

　①適格性　　　　統計データの利活用の推進に資するか。

　②先進性　　　　先進的な内容の取組みであるか。

　③取組の効果　　取組の効果が大きいか。

４　表彰式

　全国統計大会（１１月１６日）において表彰。
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